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No. 西暦 月日 内容 場所 参加者 詳細
１ 1845 正月25日 遊行 宮崎 常善・二松 宮崎近辺から諸所へ遊び歩く。













５ 1845 ２月１日 茶の湯 円明寺（津） 常善・檜垣貞董（七）・前川屋
喜右衛門
円明寺にて、薄茶・懐石の相伴にあずかる。




７ 1845 ２月２日 寺社参詣 不明 常善・檜垣貞董（七） 初午夜宮の見物の予定が、天気が悪く、中
止。
８ 1845 ２月３日 寺社参詣 不明 常善・檜垣貞董（七） 岡寺見物。




10 1845 ２月７日 ― ― ― 宿館へ灸治の穢れが明けたことを届け出る。
11 1845 ２月12日 寺社参詣 不明 常善・二松 桃山稲荷に二松君と出かける。
12 1845 ２月13日 茶の湯 鶯軒宅（不明）常善・鶯軒・帯刀・正住・内記・
神田など
鶯軒の茶席に出かける。
13 1845 ２月23日 茶の湯 自宅（宮後西
河原町）
常善・鶯軒・採蘭（幸福将監） 茶席を設ける。
14 1845 ３月３日 花見 文庫（岡本町）― 豊宮崎文庫の桜が満開となった。
15 1845 ３月16日 芝居 上中之地蔵町 ― 中之地蔵芝居初日。


















19 1845 ４月22日 芝居 上中之地蔵町 常善・二松・鶴年（松木茂彦）・
遜弁
中之地蔵芝居見物。
20 1845 ４月24日 芝居 上中之地蔵町 家人・初枝 家内残らず中之地蔵芝居見物。初枝殿も同
伴。
21 1845 ５月12日 芝居 古市町 常善・二松・黙蛙・里揚・笹雄・
北川
古市芝居見物。
22 1845 ５月13日 芝居 家人のこらず・常緒 家内残らず口芝居見物。夕方より縫殿（常
緒）が来る。
23 1845 ５月15日 芝居 上中之地蔵町 常善・鶴年（松木茂彦）・隼人 中之地蔵芝居見物。帰り笠亭で酒を飲む。






















28 1845 ７月16日 カンコ踊 不明 常善・檜垣貞董（七）・笹雄・
北川丹下（橘園、政武）
カンコ踊を見物する。
29 1845 ７月17日 踊り見物 田中中世古町
か
― 田中にて踊を催すという旨を承る。






31 1845 ８月11日 会式 岩淵町 常善・お象・乳母・喜曽太 辻稲荷の会式に出掛ける。




No. 西暦 月日 内容 場所 参加者 詳細
33 1845 ８月15日 月見 麻吉（古市町）常善・大蔵・十松（河邊都盛）・
二松・停雪・和琴
大蔵が月見を催す。麻楼（麻吉）へ行く。











36 1845 ８月28日 能 不明 ― 久保倉にて演能の知らせ。差支えがあり見
物できず。番組は「翁」「高砂」など。



























43 1846 ７月16日 踊り 不明 ― 今晩より踊りが賑わしい。
44 1846 10月21日 茶の湯 里亭（不明） 常善・二松君 内匠家の借用金について里亭で話合い。明
日金森にて茶席を設けるという話がある。


























50 1846 11月４日 茶の湯 自宅（宮後西
河原町）か
常善・今太夫 茶席を設ける。





















55 1847 ２月20日 開帳 松坂 ― 天気が悪く中止。







57 1847 ２月25日 花見 文庫（岡本町）― 文庫の花が盛りである。
58 1847 ２月27日 ― ― ― 25日に帰宅、26日に宿館へ灸穢が明けた
旨、届出る。
59 1847 ４月４日 開帳 越後 ― 越後養艸寺薬師で、28日より年忌開帳が始
まるとのこと（情報のみ）。













No. 西暦 月日 内容 場所 参加者 詳細




62 1847 ４月25日 芝居 古市町 家人・北川・田中 古市芝居見物。

















66 1847 ７月17日 踊り 不明 ― 近頃町々で踊りがあり、賑やかである。













































73 1848 正月15日 茶の湯
















77 1848 ２月24日 茶の湯 自宅（宮後西
河原町）か
常善・他３人 松翁七回忌。初炭・薄茶・湯続・炭・薄茶。





79 1848 ３月２日 花見 文庫（岡本町）常善・鶴年（松木茂彦） 鶴年同伴で、文庫に行く。花は八分の盛り
であった。
80 1848 ３月２日 鞠見物 黒瀬村か 常善 黒瀬で鞠見物。
81 1848 ３月24日 鞠 麻吉楼（古市
町）
― 麻吉楼で鞠を催す。差支えがあり、不参加。




83 1848 ７月16日 辻踊り 不明 常善・子供両人 子供二人を連れて丸辻踊りの見物に出かけ
る。
??
No. 西暦 月日 内容 場所 参加者 詳細
84 1848 ７月22日 会式 妙見町か ― 妙見会式で賑わしく、踊り・練り物がある
ということである。
85 1848 ７月25日 会式 不明 常善・久保・前野・岩渕・田中 天神会式が町々で賑やかである。久保・前
野・岩淵・田中などが見物に来る。作り物
も少々ある。
86 1848 11月９日 相撲 不明 ― 昨日（11月８日）が初日で、晴天５日間の
間興行。






88 1849 ２月10日 能 不明 ― 初午北方能あり。番組は、「翁」「難波」な
ど、狂言もあり。
89 1849 ３月５日 花見 文庫（岡本町）常善・二松・安達 文庫へ行く。11日には満開か。
90 1849 ３月11日 花見 文庫（岡本町）常善・宮後朝喬（一） 文庫の桜が満開。




























97 1850 ２月26日 鞠 麻吉（古市町）― 麻吉楼で蹴鞠がある。
98 1850 ２月26日 花見 文庫（岡本町）― 文庫の桜が満開である。
99 1850 ２月26日 芝居 中之地蔵町 ― 中之地蔵の子供芝居は大入りである。
100 1850 ４月24日 開帳 常明寺門前町 常善・家人・松木茂彦（八） 常明寺開帳で、家人は残らず出かける。松
木茂彦と見世物を見物する。
101 1850 ４月27日 鞠 黒瀬村か 常善・中村（大坂） 大坂の中村が来ているので、黒瀬へ行き、
蹴鞠をする。
102 1850 ７月25日 会式 不明 ― 天神会式、踊りあり。
103 1850 ８月３日 人形芝居 古市町 常善・おとは・子供２人・田中
両人
古市人形を見物に行く。
































108 1850 10月３日 能 不明 常善 素襖落より見物する。安宅・羅生門が面白
かった。














No. 西暦 月日 内容 場所 参加者 詳細












113 1850 10月19日 茶の湯 鶯軒宅（不明）常善・宮後朝喬（一）・二松・
村井・鶯軒
鶯軒から茶席の誘いがあったので参加する。
114 1853 ２月21日 茶の湯 二松宅 常善・二松 二松の茶席に行く。

























119 1853 ３月26日 茶の湯 二松宅 常善・二松君・沙明 二松君のところへ行ったところ、薄茶が振
る舞われた。
















122 1853 ４月９日 芝居 上中之地蔵町 ― 中之地蔵芝居が今日初日である。














125 1853 10月８日 茶の湯 不明 常善・上戸様 上戸様のところに行き、膳のあと薄茶をい
ただく。





127 1854 ３月11日 花見 文庫（岡本町）― 文庫の桜が満開。庭の山桜も同様。
128 1854 ３月26日 浄瑠璃 不明 ― 浄瑠璃が近辺であるということを再平より
伝えてきた。
129 1854 ７月７日 踊り 不明 ― ―
130 1854 ９月２日 文庫 文庫（岡本町）― 豊宮崎文庫講堂修復の手当金について回達。







132 1854 11月１日 茶の湯 北方庵（不明）― ９月24日に北方庵で千賀主催の会席があっ
た。その記録を黙蛙君（久志本常伴）から
借りて写す。
133 1854 12月５日 文庫 文庫（岡本町）― 文庫奉納物の覚書。『緑芋村荘詩鈔』、『常
盤集』、『周易玉契』など。
134 1855 正月22日 茶・錦絵土産 江戸 ― 出府した松木大隅（＝武彦）が昨夕帰宅し
た。大隅から茶１袋と錦絵３枚を土産にも
らう。







No. 西暦 月日 内容 場所 参加者 詳細





137 1855 ５月25日 書物借用 春木宅 常善・春木 東武実録（徳川秀忠事蹟録）21冊の借用を
頼む。その後春木から東武実録が届く。
138 1855 ６月５日 石曳 辻傳（八日市
場）
常善 石曳の見物。作り物、踊り、囃子などあり。
139 1855 ６月10日 石曳 川崎村 ― 河崎にはいろいろ作り物が出ている。見物
も多い。





141 1855 ７月16日 相撲 常明寺門前町 ― 常明寺において晴天５日間の相撲興行あ
り。今日大入り。
142 1855 10月７日 能 古市町か ― 杉本屋・大木追善のため、久世戸の寺にお
いて能あり。10月６日が初日。番組は「小
鍛冶」「箙」など。演者は和谷権太夫ら。















145 1856 ２月６日 浄瑠璃 田中宅 常善・田中・織部・北川・（＋
子供）・【演者】戸嶋屋・島田
浄瑠璃の催しあり。





147 1856 ４月27日 開帳、軽業 実性寺 常善・田中両人・子供両人 実性寺開帳が来月５日まで日延べする。軽
業等見物に行く。








150 1856 ６月20日 踊り 宮後西河原町 常善・田中 町々で踊りあり。
151 1856 ６月21日 踊り 宮後西河原町 常善・二松 町々で踊りあり。
152 1856 ６月22日 踊り 宮後西河原町 常善・田中両人・子供 今晩も踊りが賑やかである。田中両人と子
供も来たので、うどんを出す。
153 1856 10月28日 相撲 新町 ― 新町中相撲は今日で仕舞。
154 1856 12月４日 文庫 文庫（岡本町）― 文庫奉納物の覚書。『紀伊国造家譜』など。
155 1858 ７月７日 盆踊り ― ― 盆踊りに関する触。
156 1858 ７月11日 富突き ― ― 富突き興行禁止の触。
157 1858 ７月25日 会式、踊り無
し
大 世 古・ 曽
祢・高柳
― 諸所の会式、踊りはなし。
158 1858 ７月26日 会式 世古 常善・檜垣貞董（四）・根丸 世古の鎮守では会式はいつもの通り行って
いる。組々に２つずつ作り物があり、、亀
田の前踊りがあり、相応に賑わっている。
159 1858 ８月１日 会式 不明 常善 檪の会式。踊りの他、何もなし。
160 1858 ８月１日 練り物 中之地蔵町 常善・北川夫婦・田中夫婦・根
丸
中之地蔵で盂蘭盆練り物あり。
161 1858 10月27日 茶の湯 宰記宅 常善・宰記 宰記方へ行き、いさをの事と仕法立の事を
申し入れる。その後、雑談し、薄茶２碗い
ただく。














No. 西暦 月日 内容 場所 参加者 詳細




165 1859 ９月29日 能見物 清雲院（不明）主税・貞吉（十）・供（喜三太・
勇）
能見物。
166 1859 ９月30日 能見物 清雲院（不明）主税・貞吉（十）・喜代丸・供
（清右衛門・勇）
能見物。






168 1859 12月１日 文庫 文庫（岡本町）― 文庫奉納物の覚書。『振濯録』（和州長柄村
末屋利兵衛奉納）、『倭姫世記』（神戸町年
寄磯部宇右衛門奉納）など。
169 1860 ３月５日 文庫講釈 文庫（岡本町）― 山田奉行文庫講釈聴講について回達。







171 1860 ３月13日 文庫席書 文庫（岡本町）主税・供（喜三太・勇） 中西手習連中が文庫において席書（習字の
会）を催す。
172 1860 ３月21日 花見 文庫（岡本町）― 文庫の桜が満開である。









175 1860 ５月17日 能 清雲院（不明）主税・喜代丸 清雲院で奉納能あり。番組は、「老松」「田
村」など。雨が降ったため、「老松」のみ
で中止。
176 1860 ５月22日 能 清雲院（不明）主税 清雲院で奉納能あり。番組は、「鞍馬天狗」
「一角仙人」など。「一角仙人」途中で雷雨
となり、中止。
177 1860 ５月23日 能 福嶋方 主税 昨日のやり直し。
178 1860 ６月12日 文庫 文庫（岡本町）― 御奉行所より文庫へ奉納する軸物ができた
ので、今日檜垣貞董が北方へ持参する。




180 1860 12月２日 文庫 文庫（岡本町）― 文庫奉納物の覚書。『八雲琴譜』（伊予国人
在京中山弾正琴主奉納）、『詞王緒補遺』（長
崎中島太郎廣足奉納）など。

















184 1861 ７月15日 踊り ― ― 時節柄、町々では踊りがない。
185 1861 ７月25日 会式、踊り ― ― 町々の会式は、時節柄至って静かである。




187 1861 ９月24日 能 清雲院（不明）― 番組は、「小鍛冶」「清経」など。
188 1861 10月14日 能 山田大路家 常善・主税・織部 番組は、「高砂」「経政」など。
・記事の内容はすべて『常善雑事記』（岩瀬文庫所蔵）による。
・文化活動の場、雅号を持つ人物の本名は『校訂伊勢度会人物誌』を参照した。
・外宮禰宜については、長官＝（一）、二禰宜＝（二）、三禰宜＝（三）のように名前の後ろに記した。
